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田八幡宮の絵馬（久賀）

　神社には、神馬といわれる馬が
いて馬小屋もありました。実際に
は神事だけでなく、広大な農地で
の各種作業にも使われていたもの
と思われます。
　絵馬は、この神馬の奉納に代え
て馬の絵を奉納したのがはじまり
といわれます。もともと、人の営
みには不安がつきまとい、そこか
ら生まれる信仰に基づいて、神社
に絵馬が奉納されました。神社仏
閣を訪ねますと数々の絵馬が奉納
されているのが目につきます。こ
れは、祈願、防災を目途とした習
慣で、今も根強く残っています。
　久賀の八田八幡宮の拝殿に掲げ
てある絵馬は、写真のような馬の
絵と牛の絵があります。馬の絵に
は額に「天明六丙午八月吉日」「浦
氏子中」とあり、「摂陽　岩本一
蝶画」との文字がみえます。天明
6 年（1786）は江戸時代の日本

三大飢饉の年で、「摂陽」という
のは今の大阪のことです。久賀の
浦方の人たちが、江戸時代の中期
に、大阪の岩本一蝶という絵師が
描いた絵馬を奉納したことがわか
ります。この絵馬は北前船によっ
て運ばれたものと伝えられてい
ます。大きさは縦 142.2cm ×横
184.5cmです。
　もう一枚の牛の絵は一回り大き
く、縦 150.8cm×横 211.5cmで、
県下でも最大級の迫力といわれて
います。「地

じか た

方氏子中」「画師　沢
意雪江」とあり、年代は不明です
が、馬の絵と同時期のものと推定
されます。画師の詳細はわかって
いませんが、牛の力強い姿が印象
的な絵馬です。
　久賀は、初め一保一村として成
立しましたが、江戸時代に漁民が
御立浦（藩が漁業の免許を与えた
地域）として発展したことで、元

文 2年（1736）には行政的にも
独立して浦方と地方に分離してい
ました。これは両者の生産構造が
違っていたことと、人口の急激な
増加によるものと思われます。
　浦方とは漁民と商人の集落で、
阿弥陀寺と覚法寺を含む古町、本
町、上本町、戎町、洲崎、港町に、
東下津原と東天満町の各一部を加
えた現在の海岸の八自治会の地域
です。庄屋は河村氏が務めていま
した。一方、地方とは主に農民の
集落で、浦方を除く地域を指して
おり、庄屋は伊藤氏が務めました。
　浦方、地方がそれぞれ奉納した
八田八幡宮の 2枚の絵馬は、この
ような久賀の発展の歴史を象徴す
るものといえるでしょう。

《周防大島町文化財審議会委員》
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